
 

 

江津地域の今後の県立高校の在り 方について 

 

１  はじ めに（ 諮問理由）  

   平成 31 年２ 月に公表し た『 県立高校魅力化ビジョ ン』 では、 浜田市・ 江津市の県立高校の在

り 方について別枠で記述し 、「 高校と 地域が一体と なった魅力化・ 特色化の取組や成果を踏まえ、

中学校卒業者数や入学定員に対する志願者数、入学者数の状況等を注視し ながら、地域における

高校・ 学科の在り 方や配置について検討する」 と し た。  

学校基本調査で見通せる小学校１ 年生までの在籍数をもと に、 令和 14 年３ 月までの江津市内

の中学校卒業者数を推計し たと き、５ 年３ 月の 180 人に対し て 14 年３ 月は 140 人（ 22. 2％の減）

と なり 、浜田市内（ 7. 8％減） と 比べて江津市内は子どもの数の減少が顕著であると いえる。さ ら

に、 直近５ 年の江津市の出生数（ 前年 10 月１ 日から９ 月 30 日まで） も、 平成 30 年 132 人、 令

和元年 136 人、 ２ 年 112 人、 ３ 年 113 人、 ４ 年 112 人と 減少傾向にある。  

また、江津地域の中学校卒業者の希望進路は多様であり 、市内の私立高校、他地域の県立高校、

さ らには県外の高校等を希望する生徒が一定程度いるため、 近年の江津高校、 江津工業高校への

進学者はあわせて 40％程度に留まっている。 江津地域の令和 10 年前後の中学校卒業者数が 150

名前後と 見込まれること から、 両校への進学を希望する生徒数は、 １ 学年 60 人程度、 江津市外

からの入学者を加味し ても 100 人程度と 想定さ れる。 つまり 、 現在の１ 学年２ 学級 80 人定員の

２ 校を、 将来にわたって維持すること は困難であると 考えられる。

   このよう な状況に鑑み、 江津地域の子どもたちの選択肢を確保し た上で、将来にわたって充実

し た高校教育を提供し 、 卒業後の進路に繋げていく こと を第一に考えて検討し た。 浜田市・ 江津

市を一体的に考えた場合、 昭和 33 年以前のよう に浜田高校、 浜田水産高校、 江津工業高校の３

校の形に戻すこと も考えられるが、 昭和 33 年に江津市待望の普通科高校が設置さ れ、 以降 65 年

間にわたり 普通科人材を輩出し てきたこと を考慮すれば、 人材育成、 移住・ 定住、 まちづく り の

観点から、 今後も江津地域に普通科系の学び場を残すこと が必要と 考える。 一方で、 石見地域に

おける工業人材の育成の観点からは、 工業教育のさ らなる魅力化も必要である。 現在、 石見地域

における工業人材の育成は、益田翔陽高校の２ 学科と 江津工業高校の２ 学科によって担われてい

るが、江津工業高校はその長い歴史の中で、石見地域における工業人材の輩出に大きく 貢献し て

きており 、 現在も 地元産業界から大きく 期待さ れている。 このため、 工業系の学びにおいては、

江津地域の中学生の進路の選択肢と いう 視点だけでなく 、石見地域全体の工業人材を育成すると

いう 視点からも、 幅広く 専門的な学びを維持する必要がある。  

こう し た高校教育を実現するためには、 両校を統合し １ 学年 100～120 人規模の新たな高校を

設置すること が望まし いと 考える。 その規模があれば、 多様な学びのニーズへ対応や、 学校行事

や生徒会活動、 部活動の充実が図られ、 より 切磋琢磨できる教育環境を確保し たり 、 多様な関係

性の中でコミ ュニケーショ ン能力やリ ーダーシッ プを身に付けたり すること が可能と なる。  

また、 江津地域に普通科系の学びと 工業系の学びをあわせ持つ高校を設置すること で、 保育や

看護、 栄養などの資格職や、 まちづく り に関わること で江津地域に貢献し よう と する人材の育成

と 、 様々な専門分野で活躍する工業人材の育成の両方を担う こと ができると 考える。  

 

 

島根県総合教育審議会 

学校企画課 
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２  現状 

近年の少子化の影響や進学先の多様化により 、 江津地域における現状の県立高校の配置では、

望まし い教育環境を将来にわたって維持すること が難し く なっており 、 抜本的対応と 教育の更な

る質の向上が必要 

 

 ⑴ 江津高校と 江津工業高校の入学者数等 

高校 年度 H31 R2 R3 R4 R5 5 年平均

江津高校 

定員 80 80 80 80 80 80 

入学者数（ 県外生）  72（ 1）  55（ 4）  57（ 2）  60（ 1）  66（ 2）  62（ 2）  

定員充足率 90. 0％ 68. 7％ 71. 2％ 75. 0％ 82. 5％ 77. 5％ 

江津工業

高校 

定員 80 80 80 80 80 80 

入学者数（ 県外生）  50（ 0）  55（ 1）  49（ 2）  41（ 1）  45（ 0）  48（ 1）  

定員充足率 62. 5％ 68. 7％ 61. 2％ 51. 2％ 56. 2％ 60. 0％ 

 

⑵ 江津市内中学校卒業者数推移      

卒業年月 R3. 3 R4. 3 R5. 3 … R8. 3 … R14. 3 

中学校卒業者数 190 190 180 … 148 … 140 

R5. 3 比 ＋10 ＋10 － … △32 … △40 

※ R8. 3 と R14. 3 の卒業者数は、 令和 5 年 5 月 1 日現在の小中学校在籍者数より 推計 

 

⑶ 江津市内中学校卒業者のう ち高校（ 全日制） 進学者の内訳 

年度 R3 R4 R5 … R8 

江津高校 
47 

( +市外 10)  

46 

( +市外 14)  

45 

( +市外 21)  
… 

35 

( +市外 14)  

江津工業高校 
20 

( +市外 29)  

20 

( +市外 21)  

20 

( +市外 25)  
… 

15 

( +市外 25)  

私立高校 

及び 

その他地域 

浜田市内県立 40 

109 

34 

111 

26 

97 … 87 
江津市内私立 36 36 37 

その他県内 27 33 23 

県外 6 8 11 

計 176 177 162 … 137 

 ※ R8 の進学者は、 令和 5 年度までの入学者数により 推計 
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３  基本的な方針（ 案）  

・  江津地域の子どもたちの進路の選択肢の確保と 、 教育活動の充実を最優先に考え検討 

・  １ 学年２ 学級の江津高校と 江津工業高校を統合し 、 新たに１ 学年３ 学級の高校を設置  

・  江津高校が築いてきた地域連携による進学を念頭においた学びを継承 

・  江津工業高校の伝統を生かすと と もに、 県西部の工業教育へのニーズに対応できるよう 、  

工業教育の更なる魅力化を検討 

・  工業教育の実習施設・ 設備が必要であること から、 新設校は江津工業高校の場所を念頭 

・  開校する時期は、 教育課程の検討と 、 それを踏まえた施設整備のため、 令和 10 年度前後 

 を想定 

 

＜新設校のイメ ージ＞ 

 

４  地元説明 

 ⑴ 江津市 

 ・  令和５ 年６ 月 30 日（ 金）  13: 00～14: 00 江津市役所 

 ・  江津市長、 副市長、 教育長 

 ・  おもな意見 

「 地元の意見をし っかり と 聴いて丁寧に進めてほし い」  

「 何より も江津地域の子どもたちの教育を最優先に考えて検討し てほし い」  

「 統合の有無にかかわらず、 以下の視点で検討し てほし い」  

  ➢ これまで以上に県大と の連携が深まって、 進路選択し やすい環境ができると よい 

➢ 江津高校の側からみると 、 普通高校、 普通科と いう 観点は重要 

➢ 留学に向けたニーズもあり 、 グローバル人材の育成も視野に入れてほし い 

 

 

 

 

 

 

 

 

想定さ れる学び １ 学年当たり の学級数 

進学を念頭に置いた普通

科系の学び 

・  文系進学をめざすコース 

・  看護・ 栄養・ 保育などの資格職

をめざし た進学コース 

１ 学級 

２ 学科 

３ 学級 

工業教育の更なる魅力化 

・  機械系 

・  ロボッ ト 制御系 

・  建築系 

・  電気系 

２ 学級 
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⑵ 江津高校関係者説明 

  ・  令和５ 年７ 月５ 日（ 水）  18: 00～19: 50 江津高校 

  ・  参加者 ４ ３ 名  （ 教職員２ ７ 名、 その他１ ６ 名 ）  

  ・  おもな意見 

   「 地域の意見を丁寧に聞いてほし い」  

   「 少人数学校の良さ があり 、 江津高校を残し てほし い」  

   「 江津高校の魅力化の成果を見てほし い」  

   「 マスコミ 報道が先行し 、 結論あり きに感じ る。 県教委の対応に不信感」  

   「 なぜ江津地域だけ検討に入るのか疑問」  

   「 普通科系が１ 学級で工業系が２ 学級と いう 方針に疑問」  

    

 ⑶ 江津工業高校関係者説明 

  ・  令和５ 年７ 月 11 日（ 火）  18: 00～19: 20 江津工業高校 

  ・  参加者 ３ ９ 名  （ 教職員１ ２ 名、 その他２ ７ 名）  

  ・  おもな意見 

   「 開校までのスケジュールが遅すぎる」  

   「 魅力ある学校の具体像を示し てほし い」  

   「 対等合併であるならば普通科系も２ 学級必要」  

   「 江津市の女子教育のためにも普通科系２ 学級あった方が良い」  

   「 県外や他地域からの入学者を増やすために女子寮を整備し てほし い」  

   「 ポリ テクカレッ ジと の連携を深め、 地元就職者を増やし てほし い」  

   「 進学系の学科を島根県立大学の附属学科にし てほし い」  

 

⑷ 地域説明会 

  ・  令和５ 年７ 月 15 日（ 土）  13: 30～15: 30 江津市総合市民センタ ー 

  ・  参加者 ４ ７ 名 （ 江津高校関係者１ ９ 名 江津工業高校関係者１ ３ 名  

市内小中学校関係者５ 名 その他・ 不明１ ０ 名）  

  ・  おもな意見 

   「 江津工業を名実と もに残し てほし い」  

   「 江津高校の充足率が 80％超まで回復し ている中での統合案は納得できない。 白紙撤回し て 

ほし い」  

   「 専門高校と 普通高校の統合は難し いのではないか」  

   「 普通科系 1 学級と いう のは納得がいかない」  

   「 ポリ テクカレッ ジと の連携を深めて魅力的な工業教育にし てほし い」  

   「 江津高校が取り 組んできた少人数教育や地域と 連携し た学びを大事にし てほし い」  

   「 これから高校へ進学する小中学校の保護者の意見が大事なので聞く 機会を持ってほし い」  

   「 高校の統廃合は地域振興に影響する。 その視点でも議論し てほし い」  
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地域説明会・ 学校関係者説明会等における 

主な質問項目に対する回答およ び意見等
 

 

【教育内容について】 

Q 望ましい教育環境とは何か？ 

A 江津地域の子ども たちの選択肢を確保し た上で、 充実し た高校教育を 提供し 、 卒業後

の進路に繋げていく こ と が最も 重要であると 考えており ます。 そのためには、 １ 学年

50〜60 人規模の学校では充分と はいえない多様な学びのニーズへの対応や、 学校行事

や生徒会活動、 部活動の充実などが、 １ 学年 100〜120 人規模と なるこ と で、 より 切磋

琢磨でき る教育環境を確保でき たり 、 多様な関係性の中でコ ミ ュ ニケーショ ン能力や

リ ーダーシッ プを身に付けたり するこ と につながると 考えます。  

 

 

Q 普通科系の学びの想定において、看護・栄養・保育といった具体的な資格職が示されている

のはなぜか？ また、文系進学が想定されているのに、理系進学の記載がない。理系の学

びも必要ではないか？ 

A 想定さ れる学びの主なも のと し て、 文系進学と 資格職を めざし た進学の２ コ ースを挙

げています。 こ こ 数年間の江津高校卒業生の進路先と し て、 主に文系進学と 資格職を

目指し た進学があり 、 新設校でも 普通科系の学びと し てこ の２ つのコ ースが必要であ

ると 考えまし た。 今後、 詳細な教育課程の検討を し ていく 際に、 理系希望者の進学状

況も 分析し ながら 、 理系の学びについて考えていく こ と になり ます。  

 

 

Q 工業科と普通科系が統合することのメリットは？ 

A コ ン ソ ーシアムを 中心と し た高校と 地域と の連携・ 交流がさ ら に深まるこ と 。 また、

工業科と 普通科の学びの融合によ っ て、 部活動や学校行事の活性化だけにと どまら な

い相乗効果が生まれるこ と を 期待し ています。 詳細の教育課程や特色ある教育活動に

ついては、 基本的な方針を 決定し た後の検討と なり ますが、 例えば、 普通科の生徒に

と っ ては実習や就職準備に取り 組む工業科の生徒の姿を 通し て新たな地域社会に貢献

する 視点が芽生えるこ と 。 また、 工業科の生徒にと っ ては、 進学を 目指す普通科の生

徒から 刺激を 受け、 就職以外にも 県内の大学進学を 目指す意欲が高まる こ と なども 期

待し ています。  
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Q 詳細な部分を検討する場合にも、地域の意見も丁寧に聞き取ってほしい。 

工業教育では、プログラミングを学習の中心に据えるなど他の工業高校と差別化を図るべ

き。 

A 教育課程や特色ある教育活動、 部活動などの詳細は、 基本的な方針を 決めた後に検討

する こ と になり ます。 その際は、 県教育委員会だけで検討する のではなく 、 コ ンソ ー

シアム、 地域の方のご意見も 伺いながら 検討し ていく こ と になると 考えています。  

 

 

Q 地域人材を育成する観点から、工業系の学びにポリテクカレッジとの授業連携を取り入れる

ことで５年間の教育コースを設定し、地域で活躍できる子どもを育てることも検討してほしい。 

島根県立大学や島根大学の附属学科のような位置づけとすることも検討してほしい。 

A 連携・ 協働を期待する教育機関と し て、 島根大学や島根県立大学、 ポリ テク カ レ ッ ジ

などがあり ます。 地域資源を 活用し た特色ある教育課程を 構築するこ と は「 県立高校

魅力化ビジョ ン」でも 大切にし ていると こ ろ であり ます。基本的な方針が定まっ た後、

詳細な教育課程などを検討する際には、 普通科系と 工業系のそれぞれに、 こ う し た機

関と の連携・ 協働による特色ある教育活動についても 取り 入れてまいり ます。  

 

 

Q 工業系ではマイスター・ハイスクール、普通科系では国際バカロレアなど、魅力化・特色化に

チャレンジしてほしい。 

A 基本的な方針が定まっ た後、 具体的な教育課程や特色ある教育活動について検討し ま

す。 その際、 いただいたご意見についても 実現可能かどう かを 検討する こ と になり ま

すが、 それぞれ認定のための必要な条件がいく つかあり 、 実現するためのハード ルは

高いと 思っ ています。 子ども たち にと っ て魅力的な高校と なる よう 両校の教員やコ ン

ソ ーシアム、 連携する教育機関等と 相談し ながら 進めてまいり ます。  

 

※ マイ スタ ー・ ハイ スク ール事業は、 近年の急速な産業界の変化に対応し た次世代の職業人材を

育成する仕組みを 産業界と 専門高校が一体と なっ て構築する こ と を 目的と し て、 一昨年度から

文部科学省が進めている 事業。 具体的には、 企業から の管理職の出向や技術者の派遣を 受ける

こ と で、 産業界を はじ め関係者が一体と なっ て学科やコ ースの改編などによ り 、 教育カ リ キュ

ラ ムを刷新するこ と や、企業等での授業、実習を多数実施すると いっ た取組を 行う も の。令和３

年度から ３ か年事業で始まり 、 令和５ 年度の段階で全国に 17 機関が採択さ れている。  

 

※ 国際バカ ロレ ア（ International Baccalaureate） は、 国際バカ ロレ ア機構（ 本部ジュ ネーブ） が提

供する国際的なプログラ ム。 1968 年、 世界の複雑さ を 理解し て、 そのこ と に対処でき る 生徒を

育成し 、 生徒に対し 、 未来へ責任ある行動を と るための態度と スキルを 身につけさ せると と も

に、 国際的に通用する大学入学資格を 与え、 大学進学へのルート を 確保する こ と を 目的と し て

設置。  
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意見・要望  

・建築系の仕事では土木技術者が足りていないため、土木科が必要と考える。 

・工業系のカリキュラム（特に情報系科目）を設定し、新設校の強みにしてほしい。 

・探究に力を入れてダイナミックなカリキュラムを編成して、子どもたちが主体的に学び、自信

をもって社会に出るような学びができると面白いと思う。 

・理系進学を希望した場合に、私立か市外に進学せざるを得ないのは、理系教育が捨て置か

れたという感覚がある。地元で学び続けられる環境がほしい。 

・普通科を文系としているのは不自然。理系大学を目指せるように考えるべき。 

・江津高校が行ってきた少人数教育を生かしてほしい。 

・芸術の科目（音楽）選択ができるようにしてほしい。 

・普通科系ではなく普通科を残してほしい。 

・海外留学などグローバル人材育成のための教育活動を推進してほしい。 

・新たな時代に必要とされる人材を育てるためのカリキュラムに改めるチャンスだと思う。 

・選択肢がたくさんある学校をつくってほしい。 

・普通科生徒にとって工業科生徒と共に学ぶメリットがない。普通科と工業科の共存は難しい

と思う。 
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【学校活動について】 

Q 2030 国スポに向けての強化育成は始まっている。このタイミングでの在り方検討には疑問。 

A 県立高校の在り 方検討は「 県立高校魅力化ビジョ ン」 にも と づいて、 地域の中学校等

卒業者数、 志願者数、 入学者数の推移等を 総合的に判断し て検討する時期がき たこ と

によるも のです。 国スポの選手強化は、 新設校の議論に関わら ず進めていき ます。  

 

→Q 統合の新聞記事によって江津高校に入学して部活動に専念することを希望していた

県外の中３生からもう志願変更するしかないとの話がきた。 

A 是非その生徒の誤解を解いていただき たいと 思います。現在の中３ 生にと っ て、

今後の高校３ 年間の教育環境は現状と 変化はあり ません。  

 

→Q 統合されると部活動はどうなるのか？ 

A 部活動の具体的な在り 方は、 基本的な方向性を 決めた後、 し っ かり と 時間を か

けて検討し ます。現時点で、統合により どこ かの部活動を 廃部にすると いう こ と

は考えていません。  

 

→Q 統合されると部活動の練習場所が不便になるのではないか。 

A 部活動の活動場所については引き 続き 、 江津高校のグラ ンド やプール、 体育館

を 活用するこ と を 考えています。 も ちろ ん一般の施設利用も あり 得ます。  

 

→Q 部活動の練習場所が江津高校の施設となると移動負担が大きいのではないか。 

A 部活動の練習場所までの移動方法についても 、 今後、 検討し ていく こ と になり

ます。  

 

 

Q 令和２年度に江津市と県立３校でコンソーシアムを設置し、魅力化を進めてきた。江津高校

についても、その成果が出はじめているところ。これからの成果を見てほしい。 

A 「 県立学校 GO▶ GOTSU コ ンソ ーシアム」 では、 江津高校における「 GOTSU ミ ニ

ト ーク フ ェ ス」「 GOTSU ヒ ト コ ト モノ ツアー」「 GOTSU ビト イ ンタ ビュ ー」 などの

イ ン プッ ト のための事業や地域課題解決型学習、 江津工業高校における 「 つながる」

事業、「 みがく 」 事業、「 つたえる」 事業などの取組を さ れており 、 その協働体制の構築

や取組の推進に対し ては、 心より 感謝申し 上げます。  

  コ ンソ ーシアムの活動は、 是非、 新設校においても 引き 継いでいただき 、 地域と 高校

と が協働し て、 江津地域の子ども たち の学びの充実を 実現し ていただき たいと 考えて

います。  
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意見・要望  

・特徴のある教育活動で魅力化をし、市外・県外から生徒が入学してくる学校にしてほしい。 

 ・部活動の勧誘等のためにも、統合後の細かい部分まで早く決めてほしい。 

・各高校の部活動の魅力も引き継いで活かしてほしい。 

・全国の統合校を研究して、魅力的な高校をつくってほしい。 

・少子高齢化に対応した学びがほしい。魅力ある高校になるよう県教委の支援を期待する。 
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【学校規模について】 

Q 普通科系１学級、工業系２学級とした理由は？ 普通科系が２学級ではないのか？ 

A 江津地域における普通科系の学びと 県西部における工業教育と し て、 普通科系の進学

を 念頭に置いた２ コ ースと 、 工業教育は教育内容の幅が広いため４ コ ースを 想定し て

います。あわせて６ コ ース各 20 人の 120 人を 想定し ています。こ のため普通科系１ 学

級、 工業系２ 学級と し ており ます。  

   開校を目指すＲ 10 年度前後の推計値において、 江津市内から 江津高校への進学

者数は１ 学級 40 人程度です。 年々によっ て流動的な市外から の進学者を 含めても

50 人程度であり 、 ２ 校あわせても 100 人程度と 予測さ れます。  

   Ｒ 10 年度以降においては、 さ ら なる減少が見込まれます。  

 

→Q 江津高校の将来推計値は、どのように出されたものか？ 

A 過去５ 年間の県内すべての中学校等について、 卒業し た生徒のう ち江津高校へ入

学し た割合から 今後の見込み係数を 算出し 、 その係数を 各中学校等の卒業見込み

生徒数に掛けた数値を 合計し て推計値と し ています。  

 

→Q 江津高校は市外生を増やし、充足率も増加傾向にある。これを考慮し普通科系を２学

級としてほしい。

A 特色ある教育課程や魅力的な教育活動を 検討し 、 まずは市内の中学生に選ばれる

高校と なるこ と で、 市外から の入学生も 増えるこ と を 期待し ています。  

江津高校が地域と 連携し て行っ ている特色ある教育活動の成果と し て、 今後、 中

学校等卒業者の進路状況が変化し 、新設校で普通科系の学びを希望する子ども たち

がさ ら に増えてく れば、 開校にあたり ク ラ ス増も あり 得ます。  

 

→Q 今後の入学者数も注視して、入学定員を増やすこともあり得るということだが、基本的

な方針に学級数まで定めるのか。 

また、入学定員はいつ頃公表されるのか。 

A 今後の手順と し まし ては、基本的な方針を 定めた後、詳細な教育課程等を 検討し 、

必要と なる施設整備等を 考えていく こ と になり ます。し たがっ て、 まずは基本と な

る学級数を 定める必要があり ます。  

入学定員につき まし ては、 今後の両校の入学者数を 注視し 、 開校２ 年前の 9 月頃

の公表になり ます。  
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意見・要望  

・２校対等の統合であることを示すため、また、女子生徒の受け皿として普通科系２学級、工

業系２学級が必要である。普通科が減少すると若い女性が流出しないか心配である。 

・江津工業高校のための統合案に見える。江津高校の単独維持を求める。 

・伝統ある江津工業高校を名実ともに残すべきである。 

・女子教育の場が必要である。普通科系にゆとりある定員設定を希望する。 

・県外生の入学について整理して考えてほしい。寮があれば県外生が増えると思う。 

・江津高校の敷地に新設校を設置する方がポリテクカレッジとの協働学習が進めやすいと考

える。 
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【手続き等について】 

Q 平成 31 年 2 月に策定された「県立高校魅力化ビジョン」は地域と一体となった魅力化推進を

うたっていたが、統合再編に舵を切るということは、このビジョンは無効となったのか？ 

A ビジョ ンは令和元年度から 10 年度までの 10 年間の方針であり 、 現在も 有効です。 ビ

ジョ ンの中でも 別枠で記述さ れている 江津・ 浜田地域について、 地域における高校・

学科の在り 方や配置について検討する時期がき たと 考えています。  

 

→Q なぜ江津地域だけ検討に入るのか、浜田地域や他地域は検討しないのか？ 

A 江津地域の生徒数の減少が顕著であり 、 浜田地域は減少が緩やかと なっ ている

ため江津地域を 検討するこ と と し まし た。 また、 他地域においても 生徒数の減少

は見ら れますが、 中山間地域では進路保障の観点から 現状を 維持するこ と と し 、

他の市部では学級減で対応し ています。  

 

→Q ビジョンには、石見部全体で議論すべきとあったが、なぜ江津地域だけの検討なの

か？ 江津市内だけで統廃合しなくても良いのではないか？ 

A 石見部において工業教育は、 江津工業と 益田翔陽があり ますが、 浜田市にはあ

り ません。 普通科系教育は大田・ 江津・ 浜田・ 益田にあり ます。 さ ら に中学校等

卒業者数の減少は浜田地域より も 江津地域が顕著です。 こ れら のこ と を 総合的に

踏まえた検討と なっ ています。  

 

→Q 平成 30 年までの再編成基本計画にあった「定員の５分の３を切ったら統廃合の検討」

というような基準は今もあるのか？ 

A 「 県立高校魅力化ビジョ ン」 に統廃合基準はあり ません。 地域の中学校等卒業

者数、志願者数、入学者数の推移等を 総合的に判断し て検討するこ と になり ます。 

 

 

Q 8 月に予定されている総合教育審議会のメンバーに石見のことを理解している委員に入って

ほしい。石見部の状況を理解したうえで議論してほしい。 

A 審議会委員の選任にあたっ ては、 専門性や地域バラ ンスを 考慮し ています。 ８ 月の審

議会においては委員の皆様に対し て、 検討に至っ た経緯及び学校関係者説明会や地域

説明会でいただいたご意見などを き ち んと 説明し 、 十分に議論ができ る よう 努めてま

いり ます。  
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Q 検討を重ねた結果、統廃合が白紙撤回されることはあるのか？ 

A こ のたび今後の在り 方の検討を 始めるにあたり 、 設置者と し ての責任と し て、 基本的

な方針案を お示し まし た。 今後も 、 そう いっ たご意見も 含めて、 様々な視点から のご

意見をいただき 、 検討を 重ねていき たいと 考えており ます。  

 

 

Q 例えば、統合校が令和 10 年度に開校された場合、令和９年度に江津高校及び江津工業高

校に入学した生徒はどういった扱いになるのか？ 

A 基本的な方針が定まっ た後、 詳細について検討を 重ねるこ と になり ますが、 過去の統

合校の例では、 入学し た高校で卒業し ています。 つまり 、 最後の年は下級生のいない

形で卒業式・ 閉校式を行っ ています。  

 

 

Q これから高校進学を控える子どもたちの保護者の意見が大切である。その意見をしっかりと

聞いてほしい。 

A 10 月を目途にパブリ ッ ク コ メ ント を実施し 、 意見を聴く 機会を持つ予定です。  

 

 

Q 地域からの意見を聴くのは、これまでの３回、両校の学校関係者説明会と地域説明会、これ

で最後なのか？ 

A 今後開催する総合教育審議会において、 学校や地域関係者の代表の方にも 出席し てい

ただき 、 意見を 聴く 機会を持つこ と やパブリ ッ ク コ メ ント の実施を 検討し ています。  
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意見・要望  

・7 月 15 日の地域説明会は、できるだけ多くの人が参加できるようにしてほしい。 

・R10 年度までの細かなロードマップを示してほしい。 

・保護者にとっては、方向性を早く示してもらうほうが安心できる。 

 ・進捗状況を細かく伝えてほしい。 

・統合校の開校までの間、入学希望者が減少したり、入学した生徒が不安になったりすると思

われる。提案のあった基本的な方針案により早期に実現してほしい。 

・県教委の中で議論を留めることなく、地域のアイディアを取り込む形にしてほしい。 

・地元や大学、企業などからも声を聞いてほしい。 

・早く方針を固め、具体的な計画をしてほしい。 

・プロジェクトチームをつくって統合まで同じメンバーで取り組む方法は考えられないか。 

・小中学生に行きたい高校アンケートを取っても良いのではないか。 

・江津市内２校の統合ではなく、浜田市・浜田高校を含めた再編成を検討すべき。 

・人口減少への対応は地域づくりの視点も必要でり、その視点で議論する場があるべき。 

・充足率８０％超での統合案に納得いかない。検討期間を２年くらいとってほしい。 

・検討時期が遅い。 

・年内に方針決定は早すぎる。 

・児童生徒に意見を聞くべき。どのような学習環境を求めているのか、アンケートを取るべき。 

・県西部エリアとして統合を検討するべき。 

・県全体の統廃合ルールづくりから始めるべき。 

・町づくりや人口減少対策に取り組む江津市にとって統合はマイナス。 
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【その他】 

Q 江津市へはいつ説明したのか、市の考え方はどうだったのか？ 

A ６ 月議会の知事施政方針の前に、 江津市には議会で議論し ていく こ と を 伝えまし た。

また、６ 月末に議会での質問・ 答弁等の詳細について説明し まし た。 江津市から は、地

元の意見を し っ かり と 聴いて丁寧に進めてほし いと いう こ と と 、 何より も 江津地域の

子ども たちの教育を 最優先に考えて検討し てほし い旨のご意見をいただき まし た。  

 

 

Q 学校関係者説明や地域説明よりも先にマスコミ報道があり、結論ありきに感じる。県教委に

対して不信感を抱いている。 

A 県立高校の在り 方については、 知事から ６ 月議会の施政方針で検討を はじ めている旨

を 公表すると と も に、 県民の代表である県議会議員から の一般質問に対し 、 基本的な

方針案を 説明さ せていただき まし た。 こ れは、 地域の一部の方のみが参加さ れる地域

説明会の後、 口伝えによ る憶測も 含めた不確かな情報が広がる こ と によ る混乱を 避け

るためでも あり まし た。  

現在、 学校関係者説明や地域説明会でご意見をいただく 手順と し て進めています。 今

後、様々な視点から のご意見をいただき ながら 検討を 重ねてまいり ます。また、７ 月中

には県教育委員会のホームページに専用のページを 作成し 、随時、確実な情報発信を し

てまいり ます。  

 

 

Q 江津工業高校の校名は残してほしい。校名が変わると、校歌も応援歌も変わることになる。 

A 校名や校歌の検討は、 基本的な方針を 決めた後、 決定までのスケジュ ール等も 含めて

検討するこ と になり ます。 過去の統合校の例では、 校名は公募で決めています。  

 

 

Q 県教育委員会において、新設校の開校まで責任をもって検討していく専門人材をつけてほし

い。 

A 県教育委員会と し て責任を も っ て検討を重ねていけるよう 、 少なく と も 人事異動があ

っ た場合には、 担当部署においてし っ かり と 引継ぎ体制を 整えて業務にあたっ てまい

り ます。  
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Q 数年かけて議論すべき。江津市のサポートがあれば市外・県外から生徒募集できるはずな

ので、あと数年、時間をいただきたい。時期尚早ではないか。 

A 県立高校の在り 方検討は「 県立高校魅力化ビジョ ン」 にも と づいて、 地域の中学校等

卒業者数、 志願者数、 入学者数の推移等を 総合的に判断し て検討する時期がき たこ と

によるも のです。  

  中学校等卒業者数の減少は、県内他地域においても 同じ よう な傾向にあるため、市外

から の入学者数が、 今後大き く 増加するこ と は難し いと 考えています。  

また、 県外から の入学者数は、 江津高校が５ 年間で 10 人（ 年平均２ 人）、 江津工業高

校が５ 年間で４ 人（ 年平均１ 人） であるこ と から 、 県外から の入学者数が、 今後大き く

増加する見通し は持っ ており ません。  

５ 年後、 10 年後を見通し たと き 、一定の学校規模を 維持し たう えで、地域と 協働し た

両校の特色ある教育活動を継承・ 発展・ 融合さ せ、将来にわたっ て地域の子ども たちに

と っ て魅力あふれる教育環境を 構築する ために、 検討を はじ めるこ と と し たと こ ろ で

す。  

 

 

Q 女子生徒のための寮が必要だと考える。 

A 県立高校の寄宿舎は通学困難者のために設置し ており ます。 離島・ 中山間地域におけ

る県外生の積極的な募集においては、 市町村と 連携し て高校生の住まい確保に対応し

ていると こ ろ です。  

現在、 江津工業高校には寄宿舎（ 男子専用） を設置し ており 、 平成 31 年度から は、

江津高校も 利用可能と なっ ています。女子生徒への対応など新たな整備につき まし ては、

基本的な方針が決定後、 検討し てまいり ます。  

 

 

Q 全国で普通科と工業科との統合例はあるのか？ 

統合例におけるメリット・デメリットを整理して本県にも生かしてほしい。 

A 他県における統合再編の考え方は、 1 学年の適正規模「 ４ 〜８ 学級」 を原則と し てい

る例が多く 、３ 学級規模で統合対象と なっ ています。その中には、普通科と 工業科、普

通科系総合学科と 工業科のよう な統合例があり ます。近隣県では、山口県、広島県、愛

媛県、香川県、高知県などでそのよう な統合校があり ます。また、岩手県など現在進行

し ている 普通科系と 工業科の統合計画も あると 聞いています。 先行事例のメ リ ッ ト 、

デメ リ ッ ト については、 研究・ 整理し て今後の検討に生かし ていく よう 考えており ま

す。  
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Q 現在の高校生や開校時期に高校生となる子どもたちにも意見を聴いてほしい。 

A 基本的な方針が決定し た後、 新設校の学びについて詳し く 検討する段階において、 し

かる べき タ イ ミ ン グを見極めて、 子ども たちの意見を 聴く 機会をも ちたいと 考えてお

り ます。  

 

 

 

意見・要望   

・少人数の教育にも良さがある。この良さを生かすため江津高校を維持してほしい。 

・進学を希望する女子生徒の受け皿が必要。普通科系を２学級とすることと、女子寮をつくっ

てほしい。 

・女子寮は不要、現実的ではない。 

・中学校における進路指導の中で、専門高校の進路に関する説明が十分にはされていない。

江津工業高校卒業生の就職状況など良さが伝わっていない。 

・統合となると普通科系に女子生徒が多くいると想像される。女子のための教育環境、トイレ

や更衣室などを整備してほしい。また、バリアフリー化についても重要な点なので、安全・安

心な学校となるよう充実させてほしい。 

・都野津に高校があることが地域にとっては重要である。都野津・二宮は若い世代が増えて

いる地域である。 

・都野津地区の将来が気になる。 

・地域説明会に市役所職員がいないことは大変違和感があった。 

・２校を統合するメリットがわからなかった。統合後の魅力を早期に発信しないと誰も選択しな

い高校になる可能性大である。 

・県教育委員会のホームページでの発信を早めにお願いしたい。 

・浜田高校に流れる生徒が増えているが、中学校の進路指導はどのようにしているのか。小

中高連携の進路指導をする必要があるのではないか。 
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